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＜改訂のねらい＞ 

■本書の改訂前のタイトルは「支え合いマップづくり入門」です。これまでずっと、マ

ップづくりに絞ったタイトルにしてきましたが、これからは「支え合いマップを使って

ご近所福祉」とすることにしました。 

■改訂とともに「ご近所福祉」のページを増やしています。マップ作りはそれ自体が目

的ではなく、あくまでご近所福祉を進めるための手段であることを強調したかったので

すが、それとともにマップを作らないとご近所福祉はできないという点も大切です。 

＜目次＞ 
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⒈支え合いマップ作り 
 

 

➊誰もが安全かつ心豊かに生きられる 

ご近所にするために、 

➋ご近所さんが中心になって、 

➌ご近所の助け合いを住宅地図に乗せ、 

➍ご近所の取り組み課題を抽出し、 

➎その課題にご近所さん主体で取り組む。 

 

［解説］ 

➊マップづくりの目的はご近所福祉の実現。「ご近所」の人が安全に、心豊か

に生きられるようにすることで、そのための課題をマップで抽出するのです。 

➋マップづくりはご近所さんが中心になって実施します。今は関係者がご近

所さんに聴取する形ですが、ご近所さん主体へと変えていかねばなりません。 

➌人々のふれあいや助け合いを線で結んでいくのが大きな特徴です。 

➍ご近所の、気になる人や気になること、つまり福祉課題を抽出し、それを

どう解決するのかも、ご近所さんの行動をヒントにして考えます。 

➎出てきた課題にご近所さんを中心に取り組んで、マップづくりは完了。 

とは？ 
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⒉なぜ「ご近所」福祉 
 

 

⑴地域は３つの「層」（圏域）でできている 

地域は３つの層（圏域）でできていると言われます。第１層が市町村で数

万世帯、第２層が校区で数千世帯、第３層が自治区（町内）で数百世帯。 

 

 

福祉関係者はこの中の第１層に拠点を置き、人材を集め、推進組織を作り、

福祉ニーズを探し、サービスをつくり、それを求める人に提供するという方

法を取っています。 

このトップダウン方式には、いろいろな悩みもあります。人材が集まりに

くい、福祉ニーズを見つけにくい、要援護者が期待したほどにはやって来な

いなど。 

 

 

⑵３層の次に４層（ご近所・５０世帯）があった 

私共は、その後に第４層「ご近所」があることを発見しました。約５０世

帯の小さな圏域です。 

 

 
第１層 

市町村 

第２層 

校区 

第３層 

自治区 

第４層 

ご近所 

第１層 

市町村 

第２層 

校区 

第３層 

自治区 

なのか？ 
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⑶「ご近所」にはどんな特徴があるのか？ 

 

➊「顔が見える」唯一の圏域。 

➋「助け合い」ができる唯一の圏域。 

➌当事者はご近所にいて、ご近所さん 

の支援を受けながら自立生活をしている。 

➍ご近所には世話焼きさんもいる。 

➎「ご近所流」で助け合いをしている。 

 

 

［解説］ 

➊本当に「顔が見える」のはこの規模なのです。古代の日本で国郡里という

圏域が設定されていましたが、「里」は５０戸でした。日本の社会は古来、５

０世帯を基本単位として出来上がっていたのです。 

➋「顔が見える」から助け合いができるのです。他の層で助け合いは無理。

➌当事者（要援護者）はご近所にいて、そこからニーズを発信しています。 

しかし第１層や２層にいても当事者の声は（遠すぎて）聞こえません。 

➍ご近所には世話焼きさんがいます。第３層は広過ぎるため、対象者がよく

見えるご近所で活躍しています。ご近所は人材の宝庫と言えます。 

➎この４層だけは、ご近所さんが独特の流儀で助け合いをしています。 
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⑷なぜ「ご近所さん主体」の推進なのか？ 

 

➊助け合いのまち作りが国家的命題に。 

➋助け合いはご近所で、ご近所さんの 

手で実践されていた。 

➌当事者はご近所にいて、ご近所さんの 

支援を受けながら自立生活をしている。 

➍だからご近所福祉はご近所さん主役 

で進めてもらおう。 

 

 

［解説］ 

➊介護保険が行き詰まり、国も国民の参加を求め始めました。「共生社会」づ

くりと言いますが、要するに助け合いのまちづくりをしようということです。 

➋その助け合いはご近所でのみ、そしてご近所さんたちの手で行われている

ことがわかりました。それ以上大きな圏域ではお互いの顔が見えず、助け合

いはできないのです。 

➌しかも当事者はご近所にいて、ご近所さんの手助けに期待しています。 

➍だから、ご近所福祉はご近所さん主体で進めていくということです。 
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⑸なぜ「ご近所でマップづくり」なのか？ 

 

➊助け合いはご近所で行われている。 

➋まず助け合いの実態を調べる必要がある。 

➌しかし助け合いは水面下で行われている。 

➍マップで、それが浮かび上がってくる。 

➎ご近所の課題と解決策も見えてくる。 

➏それを基にご近所福祉を進めればいい。 

 

［解説］ 

➊私たちの目的は、助け合いの社会をつくることです。その助け合いは、ご

近所で行われています。 

➋助け合いは、既にある程度は行われています。だから、まずはその実態を

調べることが先決です。 

➌その助け合いは、表面からは見えにくいのです。というのも、助け合いは

水面下で行うというのが暗黙のルールになっているのです。住民は見えない

ように助け合っているのです。 

➍しかし、ご近所さん数名が集まり、住宅地図を囲み、人々の関わり合いに

ついて知っていることを出し合い、それを集約すると、見事に見えてきます。 

➎より良いご近所にするための課題と、その解決策のヒントも見えてきます。 
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⒊ご近所の助け合いの流儀 
  

 

他の３つの層は概ね関係者の流儀で福祉が行われていますが、ご近所だけ

は住民の流儀で助け合いが行われています。守るべきご近所での助け合いの

ルールとは？ 

 

➊一対一の助け合い。対象をまとめない。 

➋相性の合う者同士で。 

➌双方向。一方的サービスは厳禁。 

➍天性主義。世話焼きさんが活躍。 

➎当事者主導。本人の側から考える。 

➏水面下の活動。「見えない活動」 

➐私的・個人的な関係。 

 

 

 

 

とは？ 
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［解説］ 

➊活動やサービスというと対象者を要介護度や障害の種類などで分けて、ま

とめて提供することになりますが、ご近所では一対一の関係で助け合います。 

 

➋相性が合わないと駄目。助け合いは誰でもいいというわけにはいきません。 

 

➌住民は一方的な関係を嫌います。必ずお返しをしないと困るのです。 

 

➍住民は肩書や研修を受けたから福祉活動を担えるとは思っていません。天

性の資質が必要だと考えています。 

 

➎当事者が主導して、助け手に、してほしいことをお願いするというあり方

が、ご近所ではよく見られます。 

 

➏助けられた人の自尊心を守るために、担い手はできる限り、相手がいかに

も「助けてもらった」と感じないように配慮します。 

 

➐当事者は、ここは自分の私的な生活の場であり、訪問者は私が選ぶ権利が

あると思っています。民生委員の訪問を拒否する人がいるのはそういう論理

からなのです。 
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⑴ご近所の流儀－下のマップの場合 

 

 

 

 

 
 

 

 

［解説］ 

➊２人の世話焼きさんが、このご近所全体（助け合い）を仕切っています。 

➋一人暮らし高齢者が隣同士で助け合っています（下部の点線で囲んだ部分）。 

➌同じく一人暮らし高齢者が、自分の身を守るために「外へ出て声掛け」「戸

を開けている」などの自助努力をしています。 

➍相性の合う人同士でおすそ分けとお返し（大抵は線が双方向になっている）

をしています。 

➎一対一で送迎サービスもなされています（中央部の縦の線と最右上・これ

も双方向） 
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⑵「ご近所流」の理解度を試すテスト 

 以下の対応策をどう思いますか？ 

ご近所流の視点が欠けていると、「賛成」となります。 

 

➊引きこもりの人が見つかった。サロンに誘ったらどうか？ 

➋一人暮しの人が気になる。見守り隊を作って訪問しよう。 

➌認知症で一人暮しの女性。危ないので施設入所を勧めよう。 

➍デイサービスは嫌、本人は畑に行くと言う。よく説得しよう。 

➎認知症なのにサロンに来るので困る。家族に説得させよう。 

➏施設に入所したのに帰りたいと泣く。家族が訪問しよう。 
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［解説］ 

➊引きこもりの人がサロンに来たいと思うでしょうか？サロンだけがふれあ

いではありません。引きこもりの人なりに何らかのふれあいをしているはず

です。それを探して支援しましょう（当事者主導）。 

 

➋高齢者一人ひとり、「私はあの人に見守られたい」という人がいるものです

（当事者主導）。見守りにも相性があるのです。その人こそが見守りに最適な

人材と言えるでしょう。 

 

➌自分らしく生きたいと思えば、認知症でも在宅生活を願うのは自然なこと

です。「危ない」けど、だから安全な施設に入れるのではなく、だからこそ皆

で支えるべきなのです。 

 

➍福祉サービス自体、住民には違和感があります。人によってはデイサービ

スより、畑の方が楽しいし介護予防効果もある。畑作業が実質的なデイだと

住民は考えるのです。 

 

➎「重い要介護でも住み慣れた地域でその人らしく生きられるように」と国

は言います。自分らしい生き方に必要と本人が思えば、サロンにも趣味活動

にも受け入れるべきです。 

 

➏施設に入所し、施設の中だけで「その人らしい生き方」をするのは難しい。

せめて時々里帰りできるべきです。友達の家やサロンに里帰りするという事

例もあります。 
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⒋マップづくりのイロハ 

⑴マップ作りで最低限知っておくべきこと 

①マップづくりの場所の選定 

■マップは、およそ５０世帯の「ご近所」ごとにつくる。 

■三百世帯の自治会なら、６つぐらいに分けて、それぞれの「ご近所」ごと

につくる。 

 

 

 

②マップづくりへの参加者 

■あくまでご近所内に在住の人に限る。 

■目安は、約１０世帯の小ご近所から１人ずつ、計５人程度を集める。 

■ご近所の助け合いの実態をよく知っている人を選ぶ。女性の方が断然有利。 

■オブザーバー役、支援役として、自治会や民生委員、社会福祉協議会等も。 

 

 

 

③マップづくりの進行 

■司会進行役と記入役を決める。できるかぎりご近所さんが担う。 

■記入するのは、意味のある線、意味のある情報に限る。 

■最後に取り組み課題をまとめる。課題が出てくるように参加者が一致協力。 
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④用意する物 

■名前入りの住宅地図を模造紙大に拡大したものを用意する。 

■太いマジックペンで書く。ボールペン等で小さく書くのは避ける。 

■丸いシールを数色用意すると、老々世帯や一人暮らしなどで色分けし易い。 

 

 

 

⑤マップ作りに要する時間 

■１回あたり１時間半が適当。 

■その後に「取り組み課題」を整理する時間をとる。 

 

 

 

⑥プライバシーの問題 

■助け合いの輪の中にいる人同士は要援護者の情報を共有しなければ、助け

合うことはできない。マップ作りはご近所ケア会議。 

■井戸端会議で出されている情報に限定して出し合う。 

■民生委員や自治会長は、行政から提供された情報は持ち込まない。 

■出来上がったマップとその情報はご近所内に閉じ込める。ご近所外には出

さない。 
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⑵気になる対象－聴取の要点 

「気になる人」をマップから探し出すための目安として参考にしてください。 

マップ作成中に気づいたことがあれば書き足してください。 

 

 

⑴一人暮らし高齢者 

①向こう三軒で日常的に見守っているか（誰がどのように見守っているかを

調べる）。 

②本人も見守られ努力をしているか。 

③一人暮らしの人同士が見守り合っているか。 

④当事者の家族（子供など）が近隣に見守りをお願いしているか。 

⑤困り事の解決も支援しているか。 

 

 

 

⑵引きこもりの人 

①本人が見込んだ人はいないか（１人か２人はいる）。見つかるまで探そう。 

②興味のあること、こだわっていること（趣味など）はないか（そこから接

触できる）。 

 

 

 

⑶高齢者のみの世帯 

①夫が要介護の妻を介護している場合、男性は支援を得るのが苦手なので、

他人を家に入れなかったり、虐待が心配。 
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⑷要介護の母と息子の二人暮らし 

①息子の負担が重くなりすぎていないか。息子の仕事はどうなっているか。 

②ネグレクト（介護放棄）は？ 虐待は？ 

 

 

 

⑸施設入所者 

①里帰りができているか。自宅だけでなくサロンや趣味グループの場合も。 

②夫婦別々の施設に入れられていないか、妻だけ入所で夫のストレスは？ 

 

 

 

⑹デイサービス利用者 

①本人の意向に反して利用させられていないか。 

②地域のサロン等に受け入れられているか。 

 

 

 

⑺在宅の要介護者 

①ケアマネやヘルパーが枠外のニーズをご近所にお願いしていないか。 

②ご近所の介護者同士が助け合っていないか。 

③ご近所の元看護師などが介護者の相談に応じていないか。 

④要介護者を地域活動やサロンに参加させているか。 

⑤楽しみにやっていたことを諦めた人は？ もう一度始める方法はないか。 
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⑻認知症の人 

①一人暮らしで認知症の場合、本人の意思に反して入所させられていないか。 

②散歩ルートは確認したか。接点で見守っている人や立ち寄る店はあるか。 

③認知症をオープンにしている家族はあるか。オープンにできるご近所か。 

④認知症の人をサロンや老人クラブに受け入れているか。 

⑤家族が地域に協力を求めているか。 

 

 

 

⑼障害児者 

①ご近所の人と交流ができているか。ふれあいの輪に加えられているか。 

②本人の能力開発で周りが協力しているか。 

③子ども会や青年団、消防団、婦人会等のグループに受け入れられているか。 

 

 

 

⑽「迷惑な人」（ゴミ屋敷・暴言・騒音・借金など） 

①本人が受け入れる（見込んだ）隣人はいるか。 

②本人がこだわっている趣味等はあるか。そこから接触している人は？ 

③ただ排除しようとするのでなく、理解をもって受け入れるご近所か。 
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⑶「気になる人」を読み違えないように 

 マップは「気になる人」を探すのですが、その人の何が、どう気になるの

かを読み違えると、福祉とは反対のことをやってしまうことにもなります。 

マップづくりの場で出される「気になる人」を並べてみました。 

 

➊サロンや町内行事に参加しようとしない。 

➋町内会への入会を拒否している。 

➌迷惑な行為をする人。 

➍サービス利用を拒んでいる。 

➎ご近所と顔を合わせたがらない。 

➏ゴミ出しのルールを守らない。 

 

［解説］ 

➊サロンや町内行事に参加しないのが、なぜいけないのか。主催者側の立場

から相手を見るのではなく、どんなふれあい、社会参加をするかは本人が決

めることであり、一律に決められるものではないという理解が必要です。 

 

➋町内会の入会を断る最大の理由は「入会しなくても困らないから」です。

この種の組織に入るかどうかの判断基準になるのは、「困ったとき助けてもら

えるか？」。助け合いの活発な町内会なら、入会したくなるでしょう。 
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➌地域には、「あちこちに放尿する男性」など、奇妙な、迷惑な行為をする人

がいますが、その行為だけに目を奪われると、読み違えることになります。

大事なのは、本人の側から眺めることです。その行為に及ぶ理由が必ずある

はずで、それを探り出し、問題解決を図れば、迷惑行為もおさまるはずです。 

 

➍サービス利用を拒む人も、困った人と見られがちですが、経済的な問題が

あれば別として、できる限り地域で自立して生きたいという本人の願いが背

景にある場合が多く、それをこそ私たちは応援すべきでしょう。 

 

➎ご近所の人と顔を合わせたがらない人は、どのご近所ごとも必ずいますが、

それ自体は「福祉問題」とは言えません。福祉に関わる人は、つい「ふれあ

い」を押しつけがちですが、豊かな生活をしていく上での「ふれあい」の優

先順位は、個々まちまちなのです。 

 

➏ゴミ出しのルールを守らないという問題提起も多いようです。しかし今の

ゴミ出しの決まりはかなり複雑で、一人暮らしの高齢者には対応しきれない

ほどでしょう。それに少しでも認知症が入れば、とても無理です。これは福

祉問題として対応すべきです。 

 

［読み違えないコツは本人側から見ること］ 

 これらに共通しているのは、一般の社会通念から見て、「こういう行為は好

ましくない」と断じてしまうことです。これは「福祉の視点」ではありませ

ん。むしろそうした社会通念に従えない所に、要援護者たる所以があるので

あって、そこを理解してもらえなければ、彼らの立つ瀬はありません。 

社会通念に従えないその人特有の「事情」を探り出し、その人の側からそ

の人に合った解決策を考えてあげることを「福祉の視点」と言うのです。 
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⑷マップで問題と解決策を同時に探そう  

問題は①「気になる人」と②「気になること」。前者は支援や見守りの必要

な要援護者で、後者は住民が住みづらさを感じている問題を取り上げます。

同時に解決策も探すのが大切なポイントです。 

 

①「気になる人」探しと解決策探しのヒント 

４つの課題があります。①安全が守られているか。②困り事が解決されて

いるか。③必要な介護やケアがなされているか。④要援護でも豊かな生活が

できているか。 

 

 ➊本人はどんな解決努力をしているか。 

➋周りは当事者にどう関わっているか。 

➌解決のヒントになりそうな人や活動は。 

 

 

 

 

例えば、次頁のように記入。➊が本人の解決努力と、周りの関わり、そし

て解決のヒントになる人や活動。このとき大事なことは、このご近所の住民

がどのような解決努力をしているかを調べることです。そのご近所の問題は、

できる限りご近所内の人で解決していきたいので、事例を探す場合も、ご近

所内で探します。➋が、そこから出てきた解決策です。 
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地域の気になる人 ➊本人の努力。周りの支援。 ➋解決策 

一人暮らしの高齢女

性。問題は「買い物が

不便」。 

Ｉ子さんの夫が元タクシー運転手。

以前に一度乗せてあげたことがあ

る。ご近所には他にも、移送をして

くれる人がいそう。 

Ｉ子さんの夫を中心にご近所内の 

有志で移送チームをつくれないか。 

（移送が必要な時、対応できる人が

対応する。） 

 

 

 

 

 

 

②「気になること」探しと解決策探しのヒント 

「気になる」理由は２つあります。１つは、実際に住みづらい原因が存在

する場合（買い物に不便など）。もう１つは、このご近所で住民は豊かに生

きられているか？ということです。 

 

➊住民はどんな解決行動をしているか。 

➋解決のヒントになりそうな人や活動。 

 

 

例えば次頁のように記入。➊が、住民がすでに取っている対策行動と、解

決のヒントになりそうな人や活動です。前項と同様に、解決に取り組むのは

そのご近所の人たちですから、事例もご近所内の事例を探します。➋が解決

策です。 
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地域の気になること ①住民が取っていた対策行動 ②解決策 

旧住民と新住民（アパ

ートの住民）の交流が

ない。新住民は自治会

にも加入しないので

自治会長は困ってい

る。 

個人レベルでは交流していること 

がわかった。旧住民のＡさん（男性） 

は、アパートの３軒の人に畑を貸し 

ていた。同じく旧住民のＢさん（一 

人暮らし女性）は、アパートの３軒 

の人と犬の散歩友だちになってい 

た。自治会長も、子ども会で新住民 

と交流していたことに気づいた。 

①犬の散歩友だち、②畑の貸し借

り、③子ども会―これらのつながり

を他の人についても調べた上で、こ

れらを生かした交流イベントを企

画したらどうか。 
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③「気になる人」がいない！ 

以下は、成果が出ない場合にありがちな、マップ作りの結果です。もしこ

ういう結果が出たとすれば、「気になる人」は事実上、その地域にはいないと

いうことになってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

施設に入所 問題解決 

デイサービス利用 問題解決 

ヘルパー・家族介護 

ちょっと心配 

②障害者 当面心配なし 

③高齢者世帯 今のところ元気 

④引きこもり 当面見守る 

⑤迷惑かけ屋 

問題なし 

包括センターへ連絡 

作業所へ通う 

①要介護 

⑥その他の一人暮らし 

当面見守る 

接触の機会なし 

解決の手立てなし 

取り立てて問題なし 

問題なし 

福祉問題        福祉的な処置        評価  

見守りを続ける 
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問題点を指摘してみましょう。 

⑴施設に入所、デイサービス利用、ヘルパーが入った、で問題解決と言って

いいのか？ 入所した本人は、せめて里帰りをしたいと思っているのではない

でしょうか。当事者が望んでいることを確認して、応じてあげる努力もしな

ければ、本当の「問題解決」とは言えないのではないか。 

 

⑵デイサービス利用と言っても、週に２日程度でしょう。あと５日は地域に

いるのです。しかし今はデイサービスを利用すると、サロンなどに入れても

らえません。そうやって地域と３ヶ月もご無沙汰していると、「完全に地域と

の関係が切れてしまう」と、デイサービスのスタッフ自身が危惧しています。 

 

⑶ヘルパーが入ったら、地域はその家に関わらなくなります。それでいいの

か？ 宮崎県小林市の社会福祉協議会が、ヘルパーが入った家について、サー

ビスの枠外のニーズを調べてみました。そこで出てきた１つが、網戸の修理

でした。そこで中学生やシニアからボランティアを募集して、まとめて対応

したといいます。介護保険に該当しない福祉ニーズが案外眠っているのでは

ないか。 

 

⑷ちょっと心配な要介護者。例えば認知症の一人暮らしの女性が地域で自立

生活をしていると、ちょっと心配、つまり危険だから施設入所を関係機関に

働きかけようということになります。しかし本人が地域で生きていきたいの

であれば、これを守ってあげるのが本当のあり方なのですが、結局、関係機

関につなげて終わりとなります。 

 

⑸障害者の場合、作業所に通っていれば「大丈夫」と見てしまいます。しか

し作業所でその人の能力が開発され、自立できる道がひらかれるのか、とい
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うことを考えなければなりません。 

 

⑹高齢者世帯がまだ元気だから何もしなくていいのではなく、夫婦どちらか、

または両方が要介護になる前にどんな準備をしておくべきかを考えていく必

要があります。 

 

⑺引きこもりの人の場合、少し考えただけでは、接触のチャンスは見つかり

ません。糸口になりそうな情報を探したり、皆で本気で頭を絞っているうち

に、ようやく見つかるものなのです。 

 

⑻騒音やゴミ屋敷などの「迷惑かけ屋さん」も同様で、解決のヒントを皆で

徹底的に探す努力をしなければ、そう簡単に手立ては出てきません。 

 

⑼その他の一人暮らし高齢者の場合、特別心配という人はあまりいなくて、

誰かが見守っていればそれで「大丈夫」となってしまいます。しかし今の福

祉が目指しているは、安全だけでなく、生きがいある生活ができるようにし

てあげることであり、そのために支援すべきことはたくさんあります。 

 

■マップを作っても「気になる人」がいないのでは… 

 福祉サービスが入ればそれで「一件落着」ということでは、「気になる人」

はいなくなります。また「引きこもり」やいわゆる「迷惑な人」は「打つ手

なし」とされ、これも、諦めるという意味での「一件落着」。 

あとやるべきことは、一人暮らし高齢者などを「見守る」ことだけ。この

ような考え方では、マップづくりをする意義が失われてしまいます。まず考

え方や、関わり方を変える必要があります。 
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⒌ご近所福祉の進め方 
 マップができれば、いよいよご近所福祉の実践に取り掛かります。まずご

近所福祉の実践体制と支援体制のあり方を考えます。ご近所流はあまり型に

はまらないものですが、最低限の体制づくりは必要です。 

 

⑴推進者はご近所さん有志（世話焼きさん）。 

ご近所に数名いる世話焼きさんは、困っている人に関わる天性の資質を持

った住民で、大型の世話焼きさんは１０人程度、中型は５人程度に関わって

います。地域福祉の人材として関係機関が福祉推進員等を選任していますが、

ご近所福祉の推進役については、天性の資質がないと務まりません。 

「世話役」と間違える人がいますが、両者は全く別の資質の持ち主です。世

話役はいろいろな役を持っていて、人の上に立つのが得意な人です。一方の

世話焼きさんは、人の面倒を見るのが上手で、「困っている人を見たら、関わ

らずにいられない」という人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…民生委員 

…世話焼きさん 

…高齢者一人暮らし 

…高齢者世帯 
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［解説］ 

前頁のマップを見てください。この中の、最下段に２人の大型世話焼きさ

んがいて、１０本程度の線が出ています。それぞれ、自分のすぐ足元の人た

ちのお世話をしていることがわかります。 

また右端と左端の中段あたりに２人の中型世話焼きさんがいます。下から

２段目の中央部分に民生委員がいます。 

民生委員は、このマップをつくるまでは、足元の人たちがこんなにも助け

合いをしているのに全く気が付かなかったと言っています。彼を驚かせたの

は、高齢者世帯と高齢者一人暮らしの人のすべてに、周囲から数本の線が入

っていたことです。 

彼は、大型世話焼きさん２人と中型世話焼き２人から、このご近所は私た

ちが対応していますからご安心をと言われて、気が楽になったそうです。「俺

はこれからは、この４人と繋がっていればいいんだな」と。 

ごく自然にご近所福祉推進体制ができてしまっている興味深い事例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

⑵ご近所支援者は３層（自治区）の人が最適 

ご近所の支援役（つまり世話焼きさんのネットによるご近所福祉推進体制

をバックアップする役）を務めるのは、第４層のすぐ手前の第３層にいる人

材です。ここから簡単にご近所に行けるし、同じ第３層の自治会等とも連絡

ができるし、２層とも連携できます。 

 

 

 

 

 

 

 

今述べたことが「適役」の条件として、具体的にはどういう人材があり得

るのか。 

 

①民生委員が支援者になるケース 

じつは民生委員は、今あげた適役の条件に最も近い存在ということになり

ます。日常的にご近所に出かけ、要援護者に接しています。加えて、ご近所

の世話焼きさん数名を情報提供者として確保している民生委員も少なくあり

ません。 

北海道では民生委員児童委員連盟がこの１０年間、民生委員のマップ作り

を支援しており、その実践者の中には、協力者を集めてマップ作りをし、出

てきた課題を実行していこうという段階にまで至っている民生委員もいます。 

今後は民生委員が地区ごとにチームを組んでマップ作りをしようという動

きも出てきています。それが発展すれば、民生委員によるチームを組んでの

ご近所福祉支援に繋がっていく可能性が出てきました。 

第１層 

市町村 

第２層 

校区 

第３層 

自治区 

第４層 

ご近所 
● ● ● 

ご近所福祉推進チーム ご近所福祉支援員 

フォワード   ミッドフィルダー    ディフェンダー   ゴールキーパー 
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②町内会の福祉委員会によるご近所福祉支援 

一方、第３層には町内会もできており、そこでご近所支援ができる可能性

も残っています。具体的には、町内会の中に福祉委員会を設けている所もあ

り、この福祉委員会がご近所支援をしてもいいのです。 

 

 

 

 

 

この際、留意すべきことは、 

➊各ご近所が主体的にご近所福祉を進められるよう、支援する側に回ること。

町内会はともすれば、自分たちで福祉（サービス）をやってしまいがちです。 

➋福祉委員会は、町内会とはある程度独立した組織にすべきです。町内会長

がこの組織のリーダーまで兼ねると、福祉の独立性が守れなくなるのです。 

➌ご近所支援の役割は、天性の資質を備えた人で、実際にご近所に頻繁に出

かける人が担うべきです。 

 

 

③超大型世話焼きさんがご近所支援役という選択肢も 

 もう一つの選択肢は、第三層あたりに存在するはずの超大型世話焼きさん

を発掘し、この役をやってもらうことです。 

 世話焼きさんは一般的に、自分で直接、人の面倒を見るのは得意ですが、

他の人を上手に活用するといったことは苦手のようです。ところが超大型世

話焼きさんは、人の面倒を見るのも上手ですが、人を活かす技量もあります。 

 

 

 

第１層 

市町村 

第２層 

校区 

第３層 

自治区 

第４層 

ご近所 
● ● 

ご近所福祉推進チーム ご近所福祉支援員、またはチーム 

● 

町内福祉委員会 
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 マップを見てください。この超大型世話焼きさんは、この地区全体を視野

に置いて、各ご近所から情報連絡員（●印）を確保し、その人たちが彼女の

所に福祉ニーズの情報を持ってくる。それに彼女が対応できない場合は、各

ご近所内の世話焼きさん（●印）に対応してもらうという構図を構築してい

ました。彼女には何の肩書もなく、実力ですべての人材を確保できているの

です。まさに、天性のご近所福祉推進者と言っていいでしょう。 

 

 

 

 

 

超大型世話焼きさん 
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④社会福祉協議会等が後方支援役 

 今は市町村社会福祉協議会や地域包括支援センターなどが、直接ご近所福

祉活動に関与しています。そのためのマップ作りも同様です。しかしご近所

は１つの市町村に何百もあり、現実としてすべてのご近所に継続的に関わる

のは不可能であり、第３層の民生委員なり町内会等をバックアップする役割

が自然です。 

 と言っても、支え合いマップづくりを実質的に進めているのは社会福祉協

議会ですから、バックアップ役をしながら、必要に応じてご近所でのマップ

作りやご近所福祉支援で、積極的に関与することも可能です。 

 

 

⑤包括センターや生活支援コーディネーターなどの参加も 

 ご近所支援の人材はもっとあります。今はプロの人材は第１層と第２層に

集中しています。しかし彼らが対象とする当事者は第４層にいると述べまし

た。ならば当事者のいない第１層で当事者からニーズが上がってくるのを待

つだけでなく、思いきって当事者のいるご近所へ来て、マップ作りに加わる

などして、じかに当事者や彼らの発するニーズに接する方がいいのではない

か。 

しかもここでは当事者だけでなく、（民生委員や町内会、超大型世話焼きさ

んなど）その人に関わる様々な人材とも連携できるのです。 

 こうなると、ご近所という場で、さまざまな人材やプロたちが、連携して

関わることで、ご近所支援はかなり厚みのあるものになっていきます。 

 そして、ご近所では確保できない資源は、上層に探しに行けばいいのです。 

上層はいわば、ご近所福祉のための「後方倉庫」なのです。 

 特定要援護者のためのケア会議も、生活支援を協議する協議会も、みんな

ご近所に持ってくればいいのです。 
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⑶ご近所福祉の推進・支援の段取り 

次に、ご近所福祉を地域で進めていく際の作業の段取りを紹介します。例

えば市町村社会福祉協議会がマップ作りを推進するとすれば、地域福祉推進

計画の立案から始まりますが、その中に「ご近所福祉」をどう組み込むか、

人材の発掘や養成、マップづくりへの支援など、新たな課題が出てきます。 

 

 

➊地域（小地域）福祉推進計画。 

➋ご近所支援員の発掘・育成。 

➌ご近所福祉のモデルご近所を選定。 

➍モデルご近所でマップづくり。 

➎モデルご近所の福祉推進員の選定。 

➏ご近所福祉推進体制づくり。 

 

 

 

 

 

 

 



33 

 

［解説］ 

➊地域福祉推進計画の中に、ご近所福祉の推進について触れるだけでなく、

これが地域福祉の柱になるのだということまで組み込まれれば万全です。 

 

➋具体的な事業が始まります。まずはご近所支援員の発掘と養成。この人材

が育たなければ事業は始まりません。民生委員や超大型世話焼きさんなどを

地域内から探し出し、とりあえずは養成講座に参加していただけば、その中

から取り組む意欲のある人が出てくるはずです。 

 

➌ご近所支援員の候補者が実際に関わっている複数のご近所から、モデルご

近所を選定します。 

 

➍モデルご近所でマップ作り。 

 

➎マップ作りの中で、ご近所福祉推進員の候補者が浮かび上がってきます。 

 

➏その人たちでご近所福祉推進体制を作ります。その際、地域は天性主義で

あることを忘れないようにしましょう。町内会長や班長など、肩書のある人

を加える傾向がありますが、重要なのは困っている人を助ける資質であり、

それが欠ければ体制は機能しません。 
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⒍ご近所福祉を始動 

⑴活動を始めるにあたり、留意すべきこと 

 ➊マップづくり終了後、すぐに動き出す。 

➋まず１つに取り組んでみる。 

➌活動したい人が主導して。 

➍町内会等との協議は臨機応変に。 

➎活動が終わったら、すぐ次の活動へ。 

 

［解説］ 

➊マップ作りが終わった直後はやる気に満ちていますが、日が経つにつれて

冷めていきます。やる気になっている時に動き始めるのが成功のコツです。 

➋１つでもいいから、まず取り組んでみることです。簡単にできそうなこと

から始めるといいでしょう。 

➌活動をするのは誰でもよく、やる気のある人がやればいいのです。大事な

ことは「始める」ことです。 

➍何かをするたびに会議を開いて、議論し、合意を得てから始めるというの

は、好ましくありません。会議を開くたびに、話は「やらない」方向へ進ん

でしまうものです。 

➎活動が終わったら、士気が上がった段階で次の活動に取り掛かりましょう。 
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⑵マップでご近所活動が始まった！ 

 マップ作りは手段にすぎません。目的は「ご近所福祉作り」です。これま

で重視されなかったご近所という場を、真の助け合いの場にするのです。 

 マップ作りで出てきた課題に取り組んだ結果、どういうことが生まれてき

ているのかを事例で紹介していきましょう。ご近所福祉の特徴の１つは、た

った１つの取り組みでも、意義のある成果が出てくるということです。 

 

 

 

➊手作り喫茶店がふれあいセンターに化けた！（奄美大島・大和村） 

 奄美大島の大和村はわずか８００世帯。その全集落でマップ作りをしました。その中の名音（ノン）

という地区では、Īターンした高齢男性が一人暮らしをしていました。大阪から高品質のコーヒー豆を取

り寄せ、住民にコーヒーを振舞っていました。ただ

男性の一人住まいなので、女性は入りにくい。そこ

で、近くにある空き家を改造して喫茶店を開いたら

どうかと提案。理髪もできるので、それもメニュー

にと。 

 それから１年ほどして「ノン」を再訪したら、彼

の喫茶店が、見事に地域のふれあい福祉センターに

化けていたのです。わずか５０世帯のご近所の利点は、ここでやっていることが、ご近所にすぐに知れ

渡るということです。 

①要介護の妻が楽しそうにしているので介護をする夫もやって来た。②閉じこもり気味の親子もやって

来た。③個人宅には行きづらいという人も来た。④赤ちゃん連れが来て、その赤ちゃんを老人が抱っこ

した。⑤ほとんど外出もしない妻を夫が連れてきた－といった事例に事欠かないと言います。 
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 ➋「施設入所者は里帰りしないの？」に即座に反応（北海道・北見市） 

北海道北見市でマップ作りをしていた時、半身不随になった一人暮らしの富永さん（写真左端）が「家

に帰りたい」というのを、医師が止めるのも聞かずに、実現させたという話が出ました。しかもその後

も、富永さんの自宅は、近隣の要援護者の憩いやサロンの会場に開放するなど、どちらが担い手なのか

受け手なのか分からない状態になっていました。 

 この逆転現象を仕掛けたのは、民生委員・八鍬伊代子さん（写真中央）。富永さんが自宅復帰できるよ

う、近隣ボランティアを徹底的に掘り起こしたのも彼女でした。 

 この時のマップづくりで、施設に入所した人が１人いました。

私は何気なくこう言ったのです。「この人、里帰りはさせない

の？」。それから数十か月後に再訪したら、八鍬さんはこの里帰

りを実現させていました。それも、またまた富永さん宅を受け

皿に。富永さんは赤飯を炊いて、その人を迎えたそうです（写

真右端は筆者・木原孝久）。 

 

 

 

➌認知症の人を講師に「生け花教室」を開いた！（福岡県・福津市） 

 福岡県福津市でマップ作りをしていた時、毎日、

地区内を散歩している認知症の女性の話が出まし

た。歩きながら何をしているのかと地元の人に聞く

と、どうも通りがかった家に入って、生け花の手直

しをしているとのこと。彼女はかつて、生け花の先

生だったのです。 

 それなら、生け花教室を開いて、彼女を先生にす

ればいいではないかと提案したら、地元の福祉会がそれを実現してしまいました（写真右端が女性）。 

動画を見せてもらったら、受講生たちが列を作って、「今度は私のを見てください」と彼女にお願いし

ていました。その様子を見ていて、認知症になったら、こういう位置（人に教える立場）になればプラ
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イドも守られるのだと実感しました。 

 この女性は散歩をしながら、もう一つやっていることがありました。美容院のガラスに顔をくっつけ

て、じっと中を見ているというのです。聞けば、美容師をしていたこともあったらしい。彼女は今、デ

イサービスを利用しているのですが、そこで仲間の髪にドライヤーをかけてあげているそうです。 

 

 

 

➍ラジオ体操がマップを作ったご近所に次々と普及（北海道・更別村） 

北海道更別村では、町内が５０世帯のご近所。数百世帯の町内の一部を切り取っての「ご近所」とは

違い、人々は団結しています。ご近所間の情報の広がりも見事です。 

さて、そこの６行政区でマップ作りをしました。その一地区でラジオ体操をしていることがわかりま

したが、寒い冬は会場へ通うのが大変なのでやめようということになったという。でもラジオ体操は、

見守りの意味も含めて、続けることが大切ですから、遠くまで出かけるのが難しいなら、小ご近所ごと

に実施したらどうかと提案しました。すると、リーダーが「私自身はもう足元で始めた」というのです。

もう１人も始められるというので、これは広がるなと思っていたら、その後社会福祉協議会のスタッフ

から、マップを作った６行政区のうち４地区で始まったとの報告が。 

 それだけではありません。マップ作りの時に、そう

いう集まりに要援護者も参加させるべきだと言った

ら、その後、施設利用の母親を息子がラジオ体操の会

場まで毎日連れてきているそうです。また毎日体操に

来ていた独居高齢者がお休みした際には、自然と安否

確認訪問に発展しているようです。「支え合いはこの

ように展開していくのだなと実感しているところで

す」と社協スタッフ。 
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➎サロンにデイ利用者も認知症の施設入所者も参加（宮崎県小林市） 

 宮崎県小林市では、社会福祉協議会が主唱し

て各地区でマップ作りをしています。その中の一

地区はわずか３０数世帯。サロンを兼ねて貯筋運

動をしていますが、地区内から十数名が参加して

毎週開かれています。 

 この地区では、マップを作った後、他地区のマ

ップ作りを見ていたら、デイサービスの利用者や

施設入所者もサロンに加えるという話が出ていたため、ではわが地区でもと、早速デイサービスの利用

者３名と施設入所の認知症の女性を仲間に加えることにしました。 

 などと言うと簡単に聞こえますが、じつは今、全国のサロンはデイサービス利用者や施設入所者は仲

間から排除しているのが現実なのです。それを、いとも気軽にできてしまったというのはどういうこと

なのか。この地区の助け合いの濃密さを物語っているのでしょう。 
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⑶ご近所福祉活動の強みとは？ 

➊個人対個人の活動は両者の合意で容易に始まる。 

➋ご近所では当事者が積極的に助けを求める。 

➌問題が小さい芽のうちに対応できる。 

➍生活の中で行動－誰でも参加しやすい。 

➎世話焼きさんが当事者のニーズに即応している。 

 

［解説］ 

➊ご近所では一対一で助け合う場合が多い。だから両者が合意すればすぐに

活動が始まる。 

 

➋当事者は自分の問題を知っているし、どのように解決すればいいかも考え

ている。その人が適切に担い手を発掘してお願いするから、ニーズに即した

活動になる。 

 

➌まだ問題が小さいうちに発見して対応できるから、解決しやすい。 

 

➍福祉センター等へ行かなくても、だれでも生活の中で参加できる。 

 

➎世話焼きさんという人助けの名人が、足元の当事者にすぐに関わるから、

ニーズに即応できる。 
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⒎マップを作るという 
 

 

 

 マップ作りは、助け合えるご近所をつくるための課題やヒントを抽出する

ためのものですから、マップを作れば終わりではなく、その成果を実際のご

近所福祉の実現へつなげていくために、やるべきことがいろいろあります。

本書のまとめとして、以下に並べてみました。 

 

⑴目的はご近所福祉を進めること。 

 ①ご近所福祉を柱とした地域福祉推進の理念と体制づくりを。 

②組織全体でこれを共有する。一部の部署だけの了解事項だと、いずれ行

き詰まってしまう。 

③地域福祉の推進法が従来のトップダウン方式からボトムアップに変わる

ということでもある。 

④ご近所福祉の意義や推進法に関するスタッフや各界向けの研修も必要だ。 

 

⑵ご近所さんを主役に据えること。 

①マップ作りの主役はご近所さん、出てきた課題に取り組む主役もご近所

さん、そしてご近所福祉実践の主役もご近所さん。 

②住民に地域福祉推進の主役としての意識を持ってもらうための啓発・教

育活動を行う。 

ことは… 
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⑶支援役は第３層で活躍する民生委員や世話焼きさん。 

①マップ作りでもご近所福祉推進でも、直接ご近所を支援するのは第３層

にいる民生委員や町内会にいる超大型世話焼きさん、町内会の福祉委員

会など。 

②上記のご近所支援役（ミッドフィルダー・司令塔）を掘り起こし、養成

するのが大事業になる。 

 

 

⑷社協は民生委員等に同道してノウハウを提供。 

 ①モデル実験の段階はいいとしても、何百というご近所でご近所福祉に取

り組んでもらう段階になれば、社協が直接関わるのではなく、役割分担を

しなければ不可能だ。 

 ②民生委員等がご近所に関わる場合に、社協が同道・同席して社協のノウ

ハウを生かすことが期待される。第３層が仲介し、社協が地域福祉のノ

ウハウを生かしてご近所支援という構図も。 

 


